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5．4 期待損失   

ここでは，これまでに導出した2種類の期待損失  

を用いて，先に定義した方策に対する総期待損失を  
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5．3 タイプ2の誤りを犯す場合   

新製品が死に筋商品である（入二人2∈∧2）にもか  

かわらず，時刻rにおける累積売り上げ個数か偶然  

た以上となり，これを売れ筋商品と判断して，時刻7’  

以降も通常セールを継続する場合の期待利益は，次  

式で与えられる．但し，∑㌫「＝0と定義する・  
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で与えることとする．よって，これを最小にするよ  

うな（た■，r◆）が最適監視政策である・   

6．最適監視政策   

6．1 封こ関する解析   

ここでは，監視相川月rを固定して考える．式（15）  
の期特損火の差分をとると  

た＝0，1，2，…，ml  

一方，時刻rにおける累積売り上げ個数か偶然た以  

上となっても，この時点でバーゲンを開始する場合  

の期待利益は，次式のようになる．  
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β2（た，r）＝ ∑【廟＋（”l－申2】刷2r）  
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よって，タイプ2の誤りを犯すときの期待損失は  た＝0，1，2，…，m－1   

を柑る．ここで，定理1より  

α1一α2－β（圭一去）＞0 （17）  

であることから，△G（た，T）≧0は  

β2（人‥，T’）一ノl2（人‥，7’）  
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α1－α2－β（圭一た）   で与えられる．  
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と等価である・入1＞入2であるので，式（18）の左辺  

は侶こ関して単調増加である・従って，式（18）を満  

足するたが存在すればその最小値か最適解㍍である．   

ここで，定数αを  

衰1：ケース設定  

Casel  Case2  Case3   

八1   4   

12   0．5   0．G   0．7   

∂1   G   

毎   2   

α1   20   

α2   5   

β   30   

100   

r   5   

ん－   9   10   10   

Cb（た－，5）  5．52   7．70   9．54  

α2－α1－β（去⊥去）  
e（入l‾入招’ （1f））  α＝   

α1－α2－β（士－ま）   

のように定義すると，定理1よりα＞0であり．最  

適解た－は以下のようになる．  

（1）入1／入2≧αのとき，た－＝0である．すなわち，  

一切バー ゲンセールを行わないことが最適で  

ある．  

（2）入1／入2＜α＜（入1／入2）m‾1のとき，式（18）を満  

足する自然数頃0＜た＜m）が存在し，その放  

小値が最適解である．  

（3）（入1／入2）m‾1≦αの場合には，員：－＝†托である．  

このことは，時刻r時点で売れ残りがあれば，  

即座にバーゲンを実施することが得策であるこ  

とを意味している．   

6．2 7「に関する解析   

たを固定して考えたとき，G（た，r）を最小にするよ  

うなrの存在に関する解析は非常に困難である．   

6．3 最適政策   

7－の現実的意味を考慮し，その代替案よりなる集合  

を（れ，策，…，㍍）とすると，最適新製品監視政策は  

以下の手順で求めることができる．  

【1】盲＝l．   

r2】G（たゎ墨）＝111illたG（た，℃）．  

【3】豆＝宜＋1．  

【4】豆＞mならば【5】へ・それ以外は【2】へ  

【5】G（㍍，r＊）＝min可1，2ハれ）G（たゎ耶）とする  

と，最適政策は（ん●，r●）である．  

【6j終了．   

7．数値例  

表1に，m＝100，r＝5とした場合のケース設  

定と，た★及びG（た＊，5）を示す．また，図1には，各  

ケースにおける期待損失G（ん，5）を示す．  

0  10  20  30  40  

た  

図1：期待損失   
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